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1

　
一
九
七
〇
年
算
に
稿
を
終
え
た
拙
論
は
、
ア
ン
コ
ー
ナ
の
チ
リ
ア
コ
（
＝
二
九

〇
年
頃
－
一
四
五
五
年
頃
）
の
伝
記
資
料
に
つ
い
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
っ
た

　
ω

が
、
本
稿
は
、
綜
合
的
な
チ
リ
ア
コ
伝
を
目
ざ
し
た
一
試
論
で
あ
る
。
チ
リ
ア
コ

の
生
涯
全
般
に
わ
た
る
詳
し
い
評
伝
は
、
ま
だ
世
に
出
て
い
な
い
。
デ
・
ロ
ッ
シ

は
そ
の
略
伝
（
一
八
八
八
年
）
に
お
い
て
、
主
と
し
て
チ
リ
ア
コ
の
旅
程
を
復
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
を
す
べ
て
紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
新
史
料
が
発
見
さ

れ
、
ま
た
、
デ
・
ロ
ッ
シ
自
身
の
誤
謬
も
あ
る
の
で
若
干
の
修
正
が
必
要
と
さ
れ

る
が
、
チ
リ
ア
コ
研
究
の
出
発
点
と
し
て
の
価
値
は
、
尚
お
と
ろ
え
て
い
な
い
。

　
一
九
〇
二
年
、
、
ツ
ィ
ー
バ
ル
ト
は
デ
・
ロ
ッ
シ
を
骨
子
と
し
、
新
し
い
文
献
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

付
加
し
て
チ
リ
ア
コ
略
伝
を
ま
と
め
た
。
簡
潔
で
は
あ
る
が
、
要
所
に
配
慮
が
及

ぶ
好
論
文
で
あ
る
。
五
十
年
後
、
ツ
ィ
ー
バ
ル
ト
を
忠
実
に
フ
ォ
ロ
ー
し
つ
つ
、

随
所
に
デ
・
ロ
ッ
シ
よ
り
直
接
得
た
知
見
を
挿
入
し
た
マ
ッ
ケ
ン
ド
リ
ッ
ク
に
よ

ア
ン
コ
ー
ナ
の
チ
リ
ア
コ
伝
ω

　
　
　
　
　
ω

る
略
伝
が
出
た
。
だ
が
、
両
者
を
比
較
し
な
が
ら
読
ん
で
い
く
と
、
マ
ッ
ケ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

リ
ッ
ク
の
方
が
少
々
荒
っ
ぽ
く
感
じ
ら
れ
る
所
も
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
チ
リ
ア
コ
の
前
半
生
に
関
し
て
は
、
一
七
七
六
年
に
出
た
テ
ィ
ラ

ボ
ス
キ
に
よ
る
略
伝
が
最
も
重
三
を
持
・
て
い
舗
そ
の
理
由
は
・
チ
リ
ア
コ
2
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

の
友
人
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ス
カ
ラ
モ
ン
テ
ィ
が
書
い
た
同
時
代
の
史
料
を
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

掘
し
て
利
用
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
コ
ル
ッ
チ
は
、
一
七
九
二
年
に
こ
の
史
料
を

　
　
　
　
　
㈹

公
刊
し
た
が
、
何
分
に
も
入
手
困
難
で
あ
り
、
か
つ
、
現
在
の
学
問
的
水
準
よ
り

な
さ
れ
た
校
訂
と
新
し
い
註
と
が
要
望
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ル
ッ
チ
は
自
己

の
刊
本
の
序
論
に
お
い
て
、
テ
ィ
ラ
ボ
ス
キ
に
ほ
ぼ
準
拠
し
て
チ
リ
ア
コ
略
伝
を

も
の
し
て
い
る
。
両
者
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
は
、
フ
ォ
イ
ク
ト
に
よ
る
チ
リ
ア
コ

　
　
　
　
⑧

伝
が
あ
る
。
彼
も
コ
ル
ッ
チ
の
刊
本
を
参
照
し
て
い
る
が
、
テ
ィ
ラ
ボ
ス
キ
を
越

え
る
所
の
も
の
は
さ
ほ
ど
な
い
。

　
要
す
る
に
、
ス
カ
ラ
モ
ン
テ
ィ
に
よ
る
史
料
、
テ
ィ
ラ
ボ
ス
キ
、
コ
ル
ッ
チ
、

フ
ォ
イ
ク
ト
の
三
者
に
よ
る
略
伝
が
、
チ
リ
ア
コ
前
半
生
の
主
要
な
資
料
で
あ

る
。

二
一
二



ア
ン
コ
ー
ナ
の
チ
ー
－
’
ア
コ
伝
　
ω

　
チ
リ
ア
コ
の
後
半
生
に
つ
い
て
は
、
ボ
ド
ナ
ー
の
研
究
が
比
較
的
詳
細
で
あ

　
⑩る

。
彼
は
特
に
、
一
四
三
五
年
よ
り
一
四
三
七
年
ま
で
の
東
方
旅
行
と
、
一
四
四

四
年
よ
り
一
四
四
八
年
ま
で
の
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
半
島
へ
の
旅
を
中
心
と
し
た
期
間

と
を
、
史
料
に
即
し
て
復
原
し
た
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
以
上
の
諸
研
究
を
軸
と
し
て
、
チ
リ
ア
コ
の
生
涯
を
概
観

す
る
。

2

　
ま
ず
、
我
が
国
で
は
知
ら
れ
る
所
の
少
な
い
ア
ン
コ
ー
ナ
の
歴
史
を
略
述
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
9

て
、
チ
リ
ア
コ
が
登
場
し
て
来
る
背
景
と
し
た
い
。

　
ア
ン
コ
ー
ナ
の
町
を
創
設
し
た
の
は
、
シ
ラ
ク
ー
サ
の
喋
喋
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

ス
一
世
（
前
四
三
〇
年
頃
一
斗
三
六
七
年
）
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
、
ま
た
、
彼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

専
制
を
嫌
っ
て
亡
命
し
た
ド
ー
リ
ア
系
ギ
リ
シ
ア
人
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。
時

は
、
前
三
九
〇
年
頃
で
あ
っ
た
。

　
ア
ン
コ
ー
ナ
東
南
約
十
キ
ロ
の
コ
ネ
ロ
山
（
五
七
五
メ
ー
ト
ル
）
が
西
北
に
伸

び
、
丘
陵
の
多
い
岬
と
な
っ
て
ア
ド
リ
ア
海
に
突
出
し
た
位
置
に
町
づ
く
り
が
行

な
わ
れ
た
。
そ
の
最
尖
端
、
三
角
形
の
頂
点
の
如
き
地
が
グ
ア
ス
コ
山
（
九
七
メ

ー
ト
ル
）
で
、
古
代
に
は
有
名
な
、
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
の
神
殿
が
あ
り
、
今
は
大
聖

堂
（
＝
八
九
年
完
成
）
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
西
へ
、
肘
の
如
き
岬
が

出
て
北
か
ら
湾
を
囲
い
こ
ん
で
い
る
。
こ
の
地
形
の
お
蔭
で
、
イ
タ
リ
ア
屈
指
の

良
港
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。
ギ
リ
シ
ア
語
で
肘
を
意
味
す
る
ア
ン
コ
：
ン
が
、

そ
の
ま
ま
地
名
と
な
っ
た
。

二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
ア
ン
コ
ー
ナ
が
い
つ
ロ
ー
マ
の
支
配
下
に
入
っ
た
か
は
、
不
明
と
す
る
説
、
第

三
次
サ
ム
ニ
ウ
ム
戦
争
の
中
で
も
有
名
な
セ
ン
テ
ィ
ヌ
ム
の
激
戦
が
終
っ
た
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
飼

前
二
八
九
年
と
す
る
説
、
ピ
ケ
ヌ
ム
地
方
が
ロ
ー
マ
の
支
配
下
に
入
っ
た
（
前
二

六
九
年
i
前
二
六
八
年
）
後
も
、
ロ
ー
マ
と
は
同
盟
関
係
を
保
っ
て
自
治
を
保
持

　
　
　
　
　
㈲

し
た
と
す
る
説
な
ど
諸
説
が
あ
る
。

　
前
一
七
八
年
、
イ
リ
ュ
リ
ク
ム
戦
争
に
際
し
て
、
ア
ン
コ
ー
ナ
は
ロ
ー
マ
の
海

　
　
　
　
　
　
㈲

軍
基
地
と
な
っ
た
。

　
前
四
九
年
、
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
は
、
ル
ビ
コ
ン
川
を
渡
る
と
、
た
だ
ち
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ア
ン
コ
ー
ナ
を
占
領
し
た
。

　
帝
政
時
代
に
入
る
と
、
ア
ン
コ
ー
ナ
は
対
岸
の
ダ
ル
マ
テ
ィ
ア
と
の
最
短
連
絡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

基
地
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
帝
は
、
ダ
キ
ア
征
服
戦
争
の
際
、
ア
ン
　
一
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

コ
ー
ナ
港
を
拡
張
し
（
一
〇
五
年
）
、
ダ
ル
マ
テ
ィ
ア
へ
の
輸
送
の
能
率
化
を
図

っ
た
。
一
一
五
年
、
帝
の
業
績
を
称
え
る
紅
鮭
門
が
港
の
北
端
に
建
て
ら
れ
た
。

こ
の
門
の
碑
文
が
、
後
に
チ
リ
ア
コ
に
多
大
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
西
の
ロ
ー
マ
帝
国
崩
壊
後
は
、
東
帝
国
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
総
督
領
の
一
環
と
し
て
、

　
　
　
　
　
⑳

ペ
ン
タ
ポ
リ
ス
の
一
部
と
な
っ
た
（
五
五
一
年
t
七
二
八
年
）
。
七
二
八
年
に

は
、
ロ
ン
ゴ
バ
ル
デ
ィ
人
の
ス
ポ
レ
ト
公
国
に
占
領
さ
れ
た
が
、
東
帝
国
レ
オ
ン

三
世
の
聖
像
破
壊
政
策
に
反
発
し
て
、
意
識
的
に
支
配
に
甘
ん
じ
た
よ
う
で
あ

る
。　

七
七
四
年
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
は
、
ア
ン
コ
ー
ナ
を
手
に

入
れ
、
他
の
ベ
ン
タ
ポ
リ
ス
の
諸
都
市
と
共
に
ロ
ー
マ
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
一
世

に
寄
進
し
た
。



　
八
四
八
年
、
サ
ラ
セ
ン
人
が
来
襲
し
て
、
強
奪
、
破
壊
し
た
が
、
八
七
六
年
に

は
廃
虚
よ
り
再
興
し
、
ロ
ー
マ
教
皇
の
宗
主
権
を
認
め
つ
つ
、
自
治
共
和
国
の
体

制
を
維
持
す
る
方
向
を
定
め
た
。

　
九
一
七
年
、
サ
ラ
セ
ン
人
の
襲
撃
を
退
け
た
。
こ
の
時
は
、
ト
ス
カ
ー
ナ
侯
と

ス
ポ
レ
ト
公
と
の
援
助
を
受
け
た
。

　
一
一
〇
〇
年
代
に
は
、
東
帝
国
の
援
助
を
得
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
争
っ
た

が
、
＝
五
〇
年
に
平
和
条
約
を
締
結
し
た
。
一
＝
ハ
七
年
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
攻
囲
を
退
け
て
、
政
治
的
経
済
的
自
治
を
守
っ
た
。

　
　
三
四
八
年
、
リ
ミ
ニ
の
マ
ラ
テ
ス
タ
家
が
突
然
ア
ン
コ
ー
ナ
を
占
領
し
、
一

三
五
五
年
に
ア
ル
ボ
ル
ノ
ズ
枢
機
卿
に
譲
渡
し
た
。
彼
は
聖
画
タ
ル
ド
の
丘
に
砦

を
築
い
た
が
、
＝
二
八
三
年
、
民
衆
が
蜂
起
し
て
破
壊
し
た
。
こ
の
事
件
よ
り
数

年
後
に
、
チ
リ
ア
コ
が
生
れ
る
。

　
ア
ン
コ
ー
ナ
は
、
一
五
三
二
年
、
ロ
ー
マ
教
皇
の
直
轄
領
と
な
る
ま
で
、
政
治

的
自
由
と
経
済
的
繁
栄
と
を
享
受
し
た
。
地
中
海
及
び
東
方
の
す
べ
て
の
港
と
活

発
な
商
業
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
チ
リ
ア
コ
が
活
躍
す
る
一
四
〇
〇
年

代
は
、
ア
ン
コ
：
ナ
の
歴
史
に
お
け
る
最
後
の
輝
き
の
時
期
で
も
あ
っ
た
。

3

　
テ
ィ
ラ
ボ
ス
キ
が
世
に
紹
介
し
た
ト
レ
ヴ
ィ
ー
ゾ
写
本
の
第
三
薄
目
は
、
何
者

か
に
よ
っ
て
破
り
去
ら
れ
て
い
る
。
既
述
の
如
く
、
こ
の
写
本
に
は
チ
リ
ア
コ
の

前
半
生
を
語
る
唯
一
の
史
料
と
も
い
う
べ
き
ス
カ
ラ
モ
ン
テ
ィ
に
よ
る
伝
記
が
あ

ア
ン
コ
ー
ナ
の
チ
リ
ァ
コ
伝
　
ω

り
、
正
に
第
「
、
一
葉
目
に
チ
リ
ア
コ
の
家
族
や
生
年
な
ど
が
記
し
て
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　
幸
い
な
こ
と
に
、
テ
ィ
ラ
ボ
ス
キ
よ
り
十
三
年
前
（
｝
七
六
三
年
）
に
オ
ワ
ヴ

ィ
ェ
ー
リ
が
刊
行
し
た
チ
リ
ア
コ
の
コ
ン
メ
ン
タ
リ
ア
断
片
に
、
チ
リ
ア
コ
の
母

の
墓
誌
銘
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
も
と
に
彼
の
家
系
を
調
べ
る
。

　
ま
ず
、
墓
碑
の
原
文
を
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　
∪
・
H
．
Q
り
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e

　
　
　
】
≦
＞
2
国
ピ
い
レ
国
．
訳
’
閃
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
2
U
〈
》
↓
一
〇
〉
剛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇔

　
　
］
≦
O
U
団
Q
D
↓
〉
国
】
≦
＜
い
H
国
菊
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
囚
網
幻
一
＞
O
＜
Q
っ
勺
出
。
「
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
　
　
　
国
O
国
冥
固
O
O
日
ド
国
Q
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
因

　
　
　
℃
〉
菊
国
Z
目
一
℃
一
国
Z
同
虜
ω
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

　
　
　
　
　
　
国
円
Q
D
濁
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内

　
　
　
O
ピ
〉
幻
〉
国
O
●
い
．
囚
O
国
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
o

　
　
　
　
鵠
」
≦
．
国
・
Z
．
Q
り
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

第
一
行
目
の
∪
・
剛
・
ω
・
は
オ
リ
ヴ
ィ
エ
ー
リ
の
註
に
よ
る
と
、
一
）
①
o
一
ヨ
ヨ
。
〒

3
一
一
ω
9
自
ロ
ヨ
の
省
略
形
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
従
っ
て
訳
す
と
、
　
「
永
遠

の
神
よ
り
神
聖
な
る
も
の
が
」
と
な
る
。

　
第
二
行
目
の
K
は
内
貿
冨
。
ロ
ω
の
略
、
こ
の
場
合
は
属
格
開
嘱
二
曽
∩
凶
。
F
は

h
＝
冨
の
略
、
こ
の
場
合
は
属
格
で
脇
罠
9
①
。
　
「
キ
リ
ァ
ク
ス
の
娘
の
」
の
意
。
こ

の
K
と
F
と
の
省
略
形
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
ヴ
ィ
エ
ー
リ
は
何
も
触
れ
て
い
な
い

の
で
、
コ
ル
ッ
チ
の
序
論
よ
り
引
用
し
た
。

　
第
三
行
日
の
ω
【
い
く
諺
目
O
》
一
は
、
ω
旨
く
》
↓
8
⊂
ω
の
属
格
ω
昌
く
》
↓
一
Ω

二
五

118



ア
ン
コ
ー
ナ
の
チ
リ
ア
コ
伝
　
ω

で
あ
る
、
べ
き
だ
が
、
オ
リ
ヴ
ィ
エ
ー
リ
、
コ
ル
ッ
チ
共
に
何
も
言
っ
て
い
な
い
。

第
二
行
目
よ
り
第
四
回
目
ま
で
を
訳
す
と
、
　
「
穏
和
な
妻
に
し
て
、
チ
リ
ア
コ
・

セ
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
コ
の
娘
マ
シ
ェ
ル
ラ
に
」
と
な
る
。
ラ
テ
ン
名
キ
ゾ
ア
ク
ス
・
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

ル
ウ
ァ
テ
ィ
ク
ス
、
イ
タ
リ
ア
名
チ
リ
ア
コ
・
セ
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
コ
は
、
本
稿
の
主

人
公
チ
リ
ア
コ
の
母
方
の
祖
父
で
、
幼
な
い
チ
リ
ア
コ
の
面
倒
を
よ
く
み
て
い

る
。
こ
こ
で
母
の
名
が
マ
シ
ェ
ル
ラ
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

　
第
五
行
目
の
団
団
幻
困
＞
O
＜
O
D
が
本
稿
の
主
人
公
の
チ
リ
ア
コ
で
あ
る
。
℃
山

は
、
テ
ィ
ラ
ボ
ス
キ
に
よ
る
と
、
父
の
名
の
省
略
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
ラ
テ
ン
名

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
、
イ
タ
リ
ア
名
フ
ィ
リ
ッ
ポ
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

場
合
F
は
塗
冒
ω
の
属
格
窪
出
の
省
略
形
と
な
る
。

　
第
五
行
目
よ
り
第
六
行
目
ま
で
は
、
　
「
フ
ィ
リ
ッ
ポ
の
子
、
チ
リ
ア
コ
・
ピ
チ

ェ
ニ
コ
ル
リ
は
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ラ
テ
ン
名
ピ
ケ
ニ
コ
ル
レ
ス
、
イ
タ
リ
ア

名
ピ
チ
ェ
ニ
コ
ル
リ
が
、
チ
リ
ア
コ
に
よ
る
と
、
こ
の
家
の
姓
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
オ
リ
ヴ
ィ
エ
ー
リ
は
ア
ン
コ
ー
ナ
文
書
館
の
公
記
録
を
調
査
し
て
、

次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
即
ち
、
あ
る
公
記
録
の
第
十
二
頁
に
　
Ω
蜀
ω
ω
口
ω

α
o
霊
N
隠
8
霞
ω
の
名
が
見
出
さ
れ
、
同
じ
人
が
第
六
十
五
．
頁
に
、
＝
二
七
八
年
、

「
戦
争
に
関
す
る
十
二
人
の
評
議
員
の
一
人
に
選
出
」
さ
れ
、
ま
た
第
二
十
二
頁

に
、
一
三
九
二
年
の
「
評
議
員
の
宣
誓
」
の
中
に
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
蜜
母
冒
○
江
⊆
ω
Z
8
0
巴
O
①
団
N
』
o
o
崔
ω
と
い
う
名
も
公
記
録
に
あ
る
。
以

上
の
史
料
か
ら
オ
リ
ヴ
ィ
エ
ー
リ
は
、
チ
リ
ア
コ
の
姓
は
、
ピ
ケ
ニ
コ
ル
レ
ス
で

は
な
く
、
ピ
ッ
ヅ
ィ
コ
ル
リ
ス
が
本
当
で
あ
っ
た
と
結
論
し
て
い
る
。

　
グ
ラ
ッ
ス
ス
、
マ
リ
ノ
テ
ィ
ウ
ス
・
ニ
コ
ラ
イ
な
る
両
名
が
、
チ
リ
ア
コ
の
家

と
い
か
な
る
関
係
を
持
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
チ
リ
ア
コ
ニ
十
一
才
の

二
六

時
、
同
姓
の
親
戚
「
キ
ン
キ
ウ
ス
・
ピ
ケ
ニ
コ
ル
レ
ス
」
の
船
に
乗
っ
て
ア
レ
ク

サ
ン
ド
リ
ア
へ
行
っ
て
い
る
（
後
出
）
。
つ
ま
り
前
記
の
両
名
は
チ
リ
ア
コ
の
親

戚
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
要
す
る
に
、
オ
リ
ヴ
ィ
エ
ー
リ
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
ラ
テ
ン
名
ピ
ッ
ヅ
ィ
コ

ル
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
名
ピ
ッ
ツ
ィ
コ
ル
リ
が
チ
リ
ア
コ
の
真
の
姓
と
み
て
、
し
か

る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

　
で
は
、
何
故
チ
リ
ア
コ
は
ピ
ッ
ヅ
ィ
コ
ル
リ
ス
を
ピ
ケ
ニ
コ
ル
レ
ス
に
変
え
た

の
か
。
ピ
ケ
ニ
コ
ル
レ
ス
は
「
ピ
ケ
ヌ
ム
の
丘
陵
」
の
意
で
あ
り
、
ピ
ッ
ヅ
ィ
コ

ル
リ
ス
は
、
明
ら
か
に
そ
れ
が
崩
れ
た
形
で
あ
る
。
即
ち
、
ピ
ケ
ニ
コ
ル
レ
ス
の

方
が
原
形
で
あ
り
、
古
代
風
で
あ
る
。
古
代
の
研
究
家
を
自
任
す
る
チ
リ
ア
コ

が
、
原
形
の
ピ
ケ
ニ
コ
ル
レ
ス
を
称
し
た
気
持
ち
も
十
分
理
解
で
き
る
の
で
あ
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さ
て
、
第
七
行
目
の
℃
一
国
乞
↓
一
〇
〇
u
り
・
は
感
冒
ω
の
別
形
b
一
Φ
諺
の
最
上
級
で
、

碑
文
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
は
0
9
。
器
二
月
と
一
致
し
て
℃
δ
暮
δ
ω
圃
日
β
。
①

の
省
略
形
と
み
ら
れ
る
。
訳
は
「
い
と
も
敬
慶
な
母
に
」
と
な
る
。

　
第
八
行
目
の
訳
は
「
そ
し
て
彼
自
身
に
と
っ
て
」
。
彼
と
は
チ
リ
ア
コ
を
き
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
第
九
行
目
の
囚
O
勾
国
は
、
オ
リ
ヴ
ィ
エ
ー
リ
の
推
定
に
よ
る
と
、
ギ
リ
シ
ア

高
田
ミ
（
乙
女
、
若
妻
、
娘
）
で
、
チ
リ
ア
コ
が
幼
時
の
母
の
思
い
出
を
述
べ
て

い
る
ら
し
い
。
L
は
、
同
じ
く
オ
リ
ヴ
ィ
エ
ー
リ
の
推
定
に
よ
る
と
、
財
げ
①
辞
器

の
省
略
ら
し
い
。
オ
リ
ヴ
ィ
エ
ー
リ
説
に
従
っ
て
、
第
七
行
目
よ
り
第
九
字
目
を

訳
す
と
、
　
「
い
と
も
音
度
な
母
に
、
か
っ
、
彼
自
身
に
と
っ
て
は
明
る
く
自
由
な

乙
女
に
」
と
な
る
。
尚
、
O
ピ
諺
菊
諺
国
ρ
は
。
冨
冨
①
ρ
仁
①
の
省
略
形
。
凶
O
菊
国
は



与
格
と
み
て
訳
し
た
。

　
第
十
行
目
の
麟
●
ζ
・
属
・
Z
●
ψ
は
、
墓
碑
の
最
後
に
来
る
慣
用
句
で
、
出
o
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

旨
。
岩
ヨ
Φ
ロ
ε
ヨ
冨
お
α
o
筥
ぎ
づ
ω
①
ρ
巳
叶
霞
の
省
略
形
で
あ
る
。
　
「
こ
の
墓
の

み
相
続
人
に
継
が
れ
る
こ
と
は
な
い
」
の
意
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
諸
先
学
の
説
を
参
考
に
し
て
、
最
初
よ
り
通
し
て
訳
す
と
次
の
よ
う

に
な
る
。

永
遠
の
神
よ
り
神
聖
な
る
も
の
が

穏
和
な
妻
に
レ
て
、
チ
リ
ア
コ
・
セ
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
コ
の
娘
、
マ
シ
ェ
ル
ラ
に

（
与
え
ら
れ
ん
こ
と
を
）
。

フ
ィ
リ
ッ
ポ
の
子
、
チ
リ
ア
コ
・
ピ
チ
ェ
ニ
コ
ル
リ
は
、
い
と
も
敬
弱
な
母

に
Y
か
つ
、
彼
自
身
に
と
っ
て
明
る
く
自
由
な
乙
女
に
（
捧
げ
る
）
。

こ
の
墓
の
み
相
続
人
に
継
が
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
以
上
の
史
料
か
ら
、
チ
リ
ア
コ
の
父
は
、
多
分
フ
ィ
リ
ッ
ポ
、
母
は
マ
シ
ェ
ル

ラ
、
母
の
父
は
チ
リ
ア
コ
・
セ
ル
ヴ
ァ
テ
’
イ
コ
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
チ
リ
ア

コ
の
家
の
姓
は
、
彼
自
身
に
よ
れ
ば
ピ
チ
ェ
ニ
コ
ル
リ
、
し
か
し
、
実
際
は
ピ
ッ

ツ
ィ
コ
ル
リ
で
あ
っ
た
。

　
チ
リ
ア
コ
自
身
は
、
ラ
テ
ン
名
は
キ
リ
ァ
ク
ス
・
ピ
ケ
ニ
コ
ル
レ
ス
、
通
常
キ

リ
ア
ク
ス
・
・
ア
ン
コ
ニ
タ
ー
ヌ
ス
と
呼
ば
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
名
は
チ
リ
ア
コ
・
ダ

ン
コ
ー
ナ
（
ダ
・
ア
ン
コ
ー
ナ
の
省
略
形
）
で
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ

の
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
が
姓
の
如
く
み
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ダ
ン
コ
ー
ナ
も
慣
用

的
な
姓
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
我
が
国
で
従
来
よ
ば
れ
て
い
る
「
ア
ン
コ

ー
ナ
の
チ
リ
ア
コ
」
で
通
す
こ
と
に
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ナ
の
チ
リ
ア
コ
伝
ω

　
チ
リ
ア
コ
の
両
親
の
生
没
年
も
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
テ
ィ
ラ
ボ
ス
キ
は
、

幼
年
時
代
に
母
の
み
が
出
て
、
父
が
登
場
し
な
い
こ
と
、
母
方
の
祖
父
が
父
の
よ

う
に
チ
リ
ア
コ
の
世
話
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
父
は
早
世
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
と
述
べ
て
い
る
。
男
き
ょ
う
だ
い
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
分
ら
な
い
が
、
ニ
コ

ロ
ー
ザ
と
い
う
一
人
分
女
き
ょ
う
だ
い
が
い
た
。

　
尚
、
ピ
ッ
ツ
ィ
コ
ル
リ
家
は
貴
族
の
家
柄
で
あ
る
こ
と
、
一
七
五
三
年
に
は
既

に
断
絶
し
て
い
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
チ
リ
ア
コ
の
生
年
も
明
確
で
は
な
い
が
、
テ
ィ
ラ
ボ
ス
キ
は
一
四
〇
四
年
が
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

四
才
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
＝
二
九
一
年
頃
に
生
れ
た
と
し
て
い
る
。
一
体
、
チ

リ
ア
コ
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
を
最
初
に
比
定
し
た
の
は
テ
ィ
ラ
ボ
ス
キ
で
あ
り
、
そ

の
後
、
踏
襲
さ
れ
て
現
代
に
至
っ
て
い
る
。
チ
リ
ア
コ
の
生
年
を
一
三
九
一
年
と

言
い
切
・
て
い
る
例
も
あ
る
咽
だ
が
果
し
て
全
面
的
に
信
じ
て
い
い
も
の
か
ど
う
幡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

か
、
次
節
に
お
い
て
検
討
し
た
い
。

4

　
チ
リ
ア
コ
は
、
わ
ず
か
九
才
に
し
て
、
未
知
の
土
地
を
見
た
い
と
い
う
望
み
に

駆
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
頃
、
母
方
の
祖
父
チ
リ
ア
コ
・
セ
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
コ
が
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
へ
所
用
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
少
年
チ
リ
ア
コ

を
同
伴
し
た
。
彼
ら
は
船
で
ア
ド
リ
ア
海
を
北
上
し
（
ア
ン
コ
ー
ナ
ー
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
の
直
線
距
離
は
約
二
三
〇
キ
ロ
）
、
四
月
十
三
日
に
到
着
し
た
。
当
時
の
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
．
ア
の
ド
ー
ジ
ェ
（
統
領
）
は
、
ミ
ケ
ー
レ
・
ス
テ
ー
ノ
で
あ
っ
た
と
い

二
七



，
つ
。

ア
ン
コ
ー
ナ
の
チ
リ
ァ
コ
伝
ω

　
テ
ィ
ラ
ボ
ス
キ
は
、
ミ
ケ
ー
レ
・
ス
テ
ー
ノ
が
一
四
〇
〇
年
一
月
に
ド
ー
ジ
ェ

に
選
ば
れ
た
こ
と
、
チ
リ
ア
コ
が
九
才
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
四
月
十
三
日
ヴ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

ネ
ツ
ィ
ア
到
着
の
年
を
一
四
〇
〇
年
に
比
定
し
て
い
る
。
テ
ィ
ラ
ボ
ス
キ
の
年
代

比
定
の
根
拠
は
、
一
四
〇
四
年
“
十
四
才
な
る
事
実
か
ら
の
逆
算
で
あ
っ
た
。

　
今
、
＝
二
九
一
年
に
生
れ
た
と
し
て
、
一
四
〇
四
年
ま
で
を
算
出
す
る
と
、

　
　
一
三
九
一
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
才

　
　
＝
二
九
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
才

　
　
一
四
〇
〇
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
才

　
　
一
四
〇
一
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
才

　
　
一
四
〇
二
年
　
　
　
　
　
　
　

十
一
才

　
　
一
四
〇
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
才

　
　
一
四
〇
四
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
三
才

と
な
る
。
即
ち
、
一
四
〇
〇
年
は
、
正
に
八
才
よ
り
九
才
に
あ
た
る
が
、
一
四
〇

四
年
は
十
二
才
よ
り
十
三
才
に
相
当
し
、
彼
が
十
四
才
に
な
る
の
は
一
四
〇
五
年

と
な
る
。

　
次
に
、
＝
二
九
〇
年
に
生
れ
た
と
す
る
。

　
　
＝
二
九
〇
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
才

　
　
＝
二
九
一
年
　
　
　
　
　
　
　
　

一
才

　
　
＝
二
九
九
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
才

　
　
一
四
〇
〇
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
才

二
八

　
　
一
四
〇
一
年
　
　
　
　
　
　
　

十
一
才

　
　
一
四
〇
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
才

　
　
一
四
〇
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
三
才

　
　
一
四
〇
四
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
才

　
即
ち
、
一
四
〇
四
年
は
、
十
三
才
よ
り
十
四
才
に
相
当
し
、
一
四
〇
四
年
1
1
十

四
才
と
い
う
根
拠
が
確
か
で
あ
れ
ば
（
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
確
実
性
は
非

常
に
高
い
）
、
チ
リ
ア
コ
の
生
年
は
二
二
九
〇
年
、
ま
た
は
一
三
八
九
年
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
生
れ
た
月
が
分
ら
な
い
の
で
決
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
生

年
を
一
三
九
〇
年
と
し
て
、
以
下
に
年
代
を
比
定
し
て
い
き
た
い
。

　
さ
て
、
ミ
ケ
ー
レ
・
ス
テ
ー
ノ
が
ド
ー
ジ
ェ
に
選
ば
れ
た
の
は
、
実
は
一
四
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

○
年
十
二
月
一
日
で
あ
る
。
従
っ
て
、
チ
リ
ア
コ
ら
が
到
着
し
た
四
月
十
三
日

は
、
一
四
〇
一
年
以
降
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
以
上
す
べ
て
を
勘
案
す
る
と
、
チ
リ
ア
コ
の
生
年
は
一
三
九
〇
年
、
九
才
の
年

は
＝
二
九
九
年
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
到
着
を
一
四
〇
一
年
に
比
定
で
き
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

（1）註（2）（3）

久
志
本
秀
夫
ヲ
ン
〒
ナ
の
言
・
・
伝
の
た
め
に
し
（
相
姦
嘉
駄
大
響
究

論
集
　
第
十
八
巻
）
大
阪
　
一
九
七
一
年
　
十
七
－
二
九
頁
（
以
下
訳
ご
ω
田
竃
O
↓
O

と
略
称
す
る
）
。

O
o
カ
。
。
・
ω
r
O
．
ゆ
．
噂
、
e
o
O
胃
ご
8
国
N
恩
0
9
鵠
〉
づ
o
o
巳
♂
自
ρ
、
、
囲
昌
四
自
甘
訪
0
5
窃

O
ぼ
幽
9
冨
冨
6
。
㊦
q
噌
げ
♂
国
0
3
9
●
噂
昌
勾
。
ヨ
鋤
（
一
〇
〇
Q
◎
◎
o
）
噛
ω
切
①
一
ω
◎
。
『
・
（
以
下
U
国

幻
O
Q
り
ω
一
と
略
称
す
る
）

N
凶
。
σ
巽
9
1
国
こ
、
6
旨
冨
。
二
ω
＜
o
昌
》
昌
o
o
昌
国
巴
ω
し
ロ
。
ぴ
q
「
0
5
ユ
臼
Ω
o
『
ぎ
ω
o
『
ユ
捧
。
昌
1



（4）（5）（6）（7）（8）（9）

h
O
「
ω
O
げ
ニ
ロ
ゆ
q
●
．
－
』
費
，
円
げ
弓
O
『
㊦
胃
h
儲
田
島
9
0
開
一
麟
ロ
面
目
O
，
O
b
＝
㊦
壇
酔
眉
山
矯
一
×
（
同
8
邸
）
’

b。

齔
S
l
N
8
・
（
以
下
N
田
コ
σ
〉
菊
↓
＝
と
略
称
す
る
）

】
≦
O
o
国
。
留
q
二
〇
ぎ
℃
こ
．
、
〉
菊
①
日
置
ω
超
β
o
①
O
ユ
＜
6
D
匂
n
①
ざ
　
博
7
⑦
じ
咤
。
　
o
h
　
O
《
ユ
曽
。
　
o
｛

〉
コ
8
5
ρ
．
、
9
9
。
器
凶
。
脚
9
雷
●
島
㊦
＜
巴
言
噛
×
一
昌
（
H
O
切
N
）
”
目
◎
。
ド
ー
置
9
　
　
（
以
下

竃
＞
O
東
国
密
）
包
O
頃
ど
略
称
す
る
）

例
え
ば
、
一
四
二
五
年
、
ロ
ー
マ
よ
り
の
帰
途
、
チ
リ
ア
コ
は
ス
ト
リ
、
ヴ
ィ
テ
ル

ポ
、
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
を
経
て
ア
ン
コ
ー
ナ
に
戻
っ
た
が
　
（
】
）
】
円
　
勾
ハ
）
Q
D
Q
り
一
層
Q
Q
G
随
刈
）
、

N
田
切
〉
国
．
↓
鼻
N
霜
に
は
こ
の
行
程
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て

触
れ
ら
れ
る
べ
き
竃
＞
O
閑
国
Z
u
桂
岡
O
罫
H
呂
に
は
、
何
ら
記
載
が
さ
れ
て
い
な
い
。

↓
マ
⇔
げ
◎
ω
〇
三
．
O
毒
ロ
慶
酔
〇
二
8
9
島
㊦
一
一
臼
ぽ
紳
⇔
O
噌
鉾
酔
唱
噌
曽
諄
P
＝
，
昌
脚
矯
く
同
．
一
り
］
≦
O
匹
O
口
四
（

ミ
刈
O
）
レ
恕
1
一
8
．
（
以
下
目
勾
〉
ゆ
O
q
o
O
出
一
と
略
す
る
）

ス
カ
ラ
モ
ン
テ
ィ
に
よ
る
チ
リ
ア
コ
伝
の
原
本
は
散
逸
し
た
が
、
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
・
フ

ェ
リ
チ
ア
ー
ノ
に
よ
る
写
本
が
ト
レ
ヴ
ィ
ー
ゾ
に
存
在
し
て
い
る
　
（
↓
話
く
凶
ω
P
じ
d
崔
1

δ
け
O
O
g
O
”
且
け
O
冨
『
ρ
炉
昌
ω
G
◎
）
。

ス
カ
ラ
モ
ン
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
が
あ
る
の
み
で
、
新
し
い
研
究
が
待
望
さ

れ
て
い
る
。

ω
冨
住
O
嵩
昌
♂
両
4
、
．
＝
げ
δ
m
q
「
凶
【
O
島
O
マ
一
三
ρ
O
O
勺
冒
N
①
O
O
＝
凶
”
．
ー
ピ
㊦
　
旨
薗
門
O
ぽ
ρ
一
　
（

一
㊤
◎
一
）
　
ゆ
刈
○
一
¶
b
9
。

こ
の
要
約
に
つ
い
て
は
、
O
P
閑
ご
ω
田
竃
O
↓
ρ
蜀
　
フ
ェ
リ
チ
ア
ー
ノ
に
関
し
て

は
、
O
h
’
訳
口
の
＝
目
≦
O
↓
ρ
H
㊤
l
b
o
ド

O
O
ピ
O
O
一
〇
・
℃
⇔
0
目
㊦
騨
留
岳
O
，
一
酔
糟
唱
ぽ
O
昌
㊦
℃
×
＜
層
局
①
コ
β
O
（
一
刈
⑩
b
の
）
　
▽
H
…
一
α
㎝
．
（

以
下
O
O
ピ
d
O
9
と
略
称
す
る
）
　
ト
レ
ヴ
ィ
ー
ゾ
写
本
の
復
刻
版
が
イ
ギ
リ
ス
の
ミ

ッ
チ
ェ
ル
よ
っ
て
（
O
噛
．
〉
。
陰
げ
ヨ
9
ρ
切
。
▼
、
、
O
鴫
二
帥
o
o
h
＞
昌
o
o
昌
9
。
．
．
．
℃
3
0
㊦
o
島
旨
㈹
ロ

O
h
⇔
ゴ
。
雨
曜
凶
自
多
b
窪
島
6
巳
ざ
×
日
＜
（
同
㊤
＄
）
℃
8
サ
二
二
。
．
）
、
同
写
本
の
主
要

部
分
を
占
め
る
チ
リ
ア
コ
伝
の
新
版
が
、
イ
タ
リ
ア
の
カ
ン
パ
ー
ナ
に
よ
っ
て
（
O
h

O
9
Ω
3
B
冨
”
＞
4
　
軋
、
O
．
】
≦
曽
昌
①
許
ユ
”
O
冒
冨
O
O
O
　
一
．
》
「
O
O
a
目
『
巴
9
昌
P
．
、
　
国
酔
9
＝
偶

目
●
島
o
o
〈
巴
●
o
三
目
9
ロ
『
自
0
9
。
矯
昌
〔
戸
O
α
O
〕
℃
塞
b
．
同
）
そ
れ
ぐ
予
告
さ
れ
て

い
る
。

＜
O
蒔
ρ
O
．
℃
0
8
　
毛
一
〇
自
㊦
胃
げ
9
㊦
げ
昌
5
0
q
　
畠
①
ロ
9
9
ロ
巴
ロ
0
ゴ
0
5
＞
＝
●
N
⇔
唱
目
ロ
O
戯
㊦
門

ao）
（11）

脳
㊥
o
駐
㊦
噌
O
↑
㊦
匂
9
◎
ケ
円
，
ロ
5
住
⑦
嘱
紳
ロ
島
㊦
日
豊
ロ
3
騨
5
凶
ロ
目
9
一
”
し
u
①
「
＝
昌
（
H
o
Q
o
o
O
）
　
層
N
“
目
一

N
Q
。
o
Q
●
こ
れ
の
諸
版
に
つ
い
て
は
、
O
h
図
d
ω
＝
一
竃
O
↓
ρ
b
o
㎝
　
N
9

私
は
イ
タ
リ
ア
語
版
（
＜
o
闘
α
Q
∬
O
‘
一
一
閑
冨
。
茜
一
景
㊦
鼻
。
ユ
巴
一
．
9
冨
言
。
ザ
田
図
。
一
器
巴
0
6
。

O
＜
＜
①
畷
O
一
一
眉
曜
凶
巨
O
皿
㊦
6
0
一
〇
昌
O
一
一
矯
昌
目
費
昌
O
星
目
ρ
　
一
、
↓
門
9
ユ
・
ユ
帥
一
）
’
＜
巴
げ
犀
鋸
》

雲
「
o
自
。
〔
一
〇
。
o
。
。
。
〕
b
O
O
i
b
。
。
。
α
．
以
下
、
こ
の
イ
タ
リ
ア
語
版
を
く
9
0
↓
と
略
称
す
る
）

を
利
用
し
た
。
ツ
ィ
ッ
ペ
ル
に
よ
る
補
註
が
別
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
た
め
で
（
N
君
喝
①
剛
．

O
‘
O
ぎ
目
齢
①
o
o
o
霞
。
巴
〇
三
》
三
巴
9
N
o
〔
昌
o
o
O
刈
〕
）
、
チ
リ
ア
コ
に
関
し
て
は
、
デ

・
ロ
ッ
シ
の
研
究
が
援
用
さ
れ
て
、
フ
ォ
イ
ク
ト
の
説
が
一
部
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

尚
、
フ
ォ
イ
ク
ト
へ
の
補
註
は
、
ド
イ
ツ
語
版
．
で
は
発
行
さ
れ
て
い
な
い
。

u
d
O
ユ
昌
m
5
国
■
♂
＜
己
O
園
二
P
O
ロ
ロ
O
h
b
5
6
0
目
，
曽
5
島
b
酔
，
①
ロ
9
じ
d
『
自
×
O
＝
o
ω
一
し
d
O
言
ー

ゴ
。
ヨ
（
一
⑩
①
O
）
．
（
以
下
、
切
O
U
Z
＞
菊
と
略
称
す
る
）

ボ
ド
ナ
ー
の
功
績
は
、
発
行
部
数
が
極
め
て
少
く
、
し
か
も
デ
・
ロ
ッ
シ
が
さ
ほ
ど
重

き
を
置
か
な
か
っ
た
モ
ロ
ー
二
の
刊
本
（
竃
0
8
旦
O
‘
国
営
o
q
剛
9
。
目
目
暮
曽
噌
㊦
冨
噌
齢
9

唱
㊦
胃
印
＝
同
円
凶
O
唱
影
曽
O
網
ユ
9
9
6
0
＞
5
0
0
圏
凶
酔
”
冨
0
6
9
弓
ロ
含
ピ
一
げ
口
円
5
凶
9
●
目
噂
図
O
日
僧
〔
8
。

δ
①
O
〕
．
O
h
．
囚
q
ω
頃
一
ζ
O
↓
ρ
卜
。
腰
l
b
。
ω
V
を
使
っ
て
皿
四
三
五
一
一
四
三
七
年
の
チ

リ
ア
コ
の
旅
程
を
復
原
し
た
所
に
あ
る
。
一
四
四
四
年
以
降
の
旅
程
、
特
に
一
四
四
七

－
一
四
四
八
年
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
〇
年
、
サ
ッ
バ
デ
ィ
ー
二
に
よ
っ
て
紹
介
さ

れ
た
新
史
料
　
　
（
ω
9
。
σ
σ
帥
島
巳
、
勾
・
讐
．
、
Ω
ユ
p
o
o
q
＞
ロ
8
冨
①
冨
ω
口
m
住
。
ω
〇
二
N
δ
昌
①

笛
q
け
O
α
q
「
塑
剛
P
ユ
匹
勺
色
O
O
O
5
口
O
ω
O
鐸
”
ω
昌
μ
Φ
ω
ω
四
店
9
い
①
O
コ
9
「
畠
O
し
口
O
暮
四
、
．
輝
罎
尻
δ
O
隅
・

9。

y
㊦
曽
O
o
円
凶
費
ロ
♂
竃
蕾
8
〔
μ
O
同
O
〕
レ
器
一
母
刈
●
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な

こ
と
に
、
ボ
ド
ナ
ー
は
史
料
の
原
文
を
紹
介
す
る
こ
と
に
意
を
用
い
過
ぎ
た
た
め
、
整

理
さ
れ
た
評
伝
の
域
に
は
達
し
て
い
な
い
。

以
下
の
記
述
は
、
次
の
諸
資
料
よ
り
ま
と
め
た
。
　
国
5
6
ざ
ご
唱
。
急
9
。
諄
9
。
一
冨
5
丁
目
一
”

殉
O
言
蝉
　
（
一
㊤
b
の
O
甲
ユ
ω
け
帥
ヨ
弓
”
　
帥
コ
帥
曾
9
0
け
一
〇
ロ
ρ
　
一
り
心
ゆ
）
　
”
　
目
窃
H
－
H
α
り
・

目
二
巴
0
5
9
9
二
〇
①
昌
9
0
］
o
唱
O
自
門
。
＃
9
一
P
昌
。
℃
一
、
幻
。
三
三
（
H
り
刈
O
）
旨
劇
　
膳
一
ら
　
摯

国
5
0
同
士
O
唱
9
◎
㊦
島
一
曽
唱
弓
ユ
齢
9
詔
一
〇
9
●
導
μ
に
げ
国
（
＝
6
δ
P
炉
O
曽
8
げ
二
α
ひ
q
①
（
一
㊤
H
O
）
噂
Φ
釦
μ
1

り
q
b
9
・

国
冒
O
園
9
0
唱
胆
O
畠
凶
曽
弱
ユ
け
ゆ
冒
凶
O
～
一
－
〇
三
8
ひ
q
O
（
一
り
①
『
）
　
”
◎
o
Q
o
切
・

竃
9
2
胃
O
，
O
“
O
眉
陣
畠
曽
畠
り
犀
費
嵩
曽
自
巴
目
。
唱
二
5
0
q
O
一
ロ
げ
騨
9
一
凶
9
◎
5
0
》
］
≦
繭
冨
コ
。
（
一
り
①
b
o

）
　
”
①
刈
一
Q
o
刈
・
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ア
ン
コ
ー
ナ
の
チ
リ
ア
コ
伝
ω

二
九



ア
ン
コ
ー
ナ
の
チ
リ
ア
コ
伝
ω

三
〇

ag｝　α芝う　αり　（1の　（⑤　　aの　α母　（【旬
⑳

O
m
b
唱
Φ
津
曽
》
．
璽
O
噌
㊤
5
0
ざ
凶
斜
。
剛
。
昌
θ
覗
噌
o
q
凶
器
帥
㊦
6
鑑
。
昌
自
騨
二
〇
弓
。
塾
図
9
口
ρ
］
≦
ヤ

昌
昌
。
（
　
O
も
Q
O
）
這
O
ω
一
口
9
●

最
後
の
カ
ッ
ペ
ル
リ
の
著
作
に
は
、
次
の
諸
文
献
よ
り
要
約
き
れ
た
ア
ン
コ
：
ナ
史
の

年
表
が
あ
り
、
有
益
で
あ
っ
た
（
以
下
O
》
閲
℃
国
い
ピ
一
と
略
称
す
る
）

⇔d

P
昌
四
ぴ
Φ
㌍
い
矯
O
剛
。
昌
曽
。
，
①
撃
Ω
冒
o
o
三
酔
薗
ロ
㊦
9
ρ
矯
》
ロ
o
o
昌
四
（
一
◎
o
刈
O
）
．

Ω
凶
く
凶
ユ
巳
．
○
旧
ω
e
巨
目
9
9
二
〇
幽
巴
冨
ロ
ε
ユ
牌
島
．
b
ロ
o
o
ロ
P
》
昌
o
o
ロ
鋤
（
H
ま
『
）
●

O
旦
自
曽
9
b
部
O
o
冨
騨
山
窪
〇
二
齢
⇔
勢
5
㊦
昌
曽
巴
。
出
営
㊦
胃
㊦
凶
ヨ
。
昌
唱
目
㊦
呪
言
り
〉
旨
o
o
昌
9

（H

ﾒ
）
・

酎
昌
9
鑑
。
弓
㊦
島
9
潔
6
◎
＝
9
◎
冨
曽
り
剛
目
℃
5
9

ス
ト
ラ
ボ
ン
「
地
理
学
」
第
五
巻
、
π
の
2
。

国
昌
。
回
。
ぎ
唱
9
9
㊦
島
9
自
二
型
↑
曽
置
旧
0
9
㊤
リ
ニ
梓
げ
国
島
戯
。
ジ
炉
ゆ
U
N
．

言
9
9
嘆
。
『
①
“
φ
巳
自
曽
ユ
．
潔
巴
ぎ
ユ
9
目
．
O
・
【
●
》
Φ
圃
．

国
昌
。
凶
鑑
。
冒
①
島
9
自
凶
自
冨
冨
曽
婚
一
口
”
H
緕
．

リ
ゥ
ィ
ゥ
ス
「
ロ
ー
マ
史
」
第
四
十
二
巻
、
1
の
3
。

カ
エ
サ
ル
「
内
乱
記
」
第
一
巻
、
1
1
。

ロ
ー
マ
よ
り
北
へ
向
か
う
フ
ラ
ミ
ニ
ア
街
道
は
、
約
一
二
〇
キ
ロ
で
ウ
ン
ブ
リ
ア
地
方

の
ヌ
ケ
リ
ァ
（
現
在
ノ
チ
ェ
ラ
・
ウ
ン
ブ
ラ
）
に
達
す
る
。
更
に
北
へ
進
み
、
カ
レ
ス

で
北
東
に
向
き
を
変
え
る
と
、
や
が
て
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
の
フ
ァ
ヌ
ム
・
フ
ォ
ル
ト
ゥ

ナ
エ
（
現
在
フ
ァ
ー
ノ
）
、
こ
こ
か
ら
海
岸
に
沿
っ
て
西
北
へ
行
く
と
ア
リ
ミ
ヌ
ム
（

現
在
リ
ミ
ニ
）
が
フ
ラ
ミ
ニ
ア
街
道
の
終
着
点
で
あ
る
。
一
方
、
ヌ
ケ
リ
ア
よ
り
北
東

五
七
〇
キ
ロ
で
ア
ン
コ
ー
ナ
に
到
着
す
る
。
ロ
ー
マ
と
ダ
ル
マ
テ
ィ
ア
を
結
ぶ
幹
線
の

重
要
地
点
と
し
て
の
ア
ン
コ
ー
ナ
の
位
置
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

尚
、
フ
ラ
ミ
ニ
ア
街
道
に
つ
い
て
は
、
次
の
す
ぐ
れ
た
砥
究
が
あ
る
。

〉
ω
ず
び
ざ
↓
。
⇔
昌
儀
周
。
拝
即
》
■
い
こ
．
．
↓
げ
①
＜
冨
コ
9
。
日
ぎ
凶
ρ
．
．
』
o
冒
噌
昌
巴
o
h
閑
。
目
3
9
旨

ω
三
盛
貸
ぽ
9
×
一
（
H
O
鐸
）
レ
N
㎝
l
H
㊤
O
・

後
背
地
を
含
む
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
の
五
つ
の
都
市
、
リ
ミ
ニ
、
セ
ニ
ガ
リ
ァ
、
ペ
サ

ロ
、
フ
ァ
ー
ノ
、
ア
ン
コ
ー
ナ
を
き
す
。

国
5
0
凶
島
。
唱
㊦
島
9
9
騨
巴
智
冨
曽
嫡
自
押
一
8
．

O
嵩
く
δ
ユ
℃
跨
5
巳
σ
巴
。
ユ
。
σ
q
一
帥
〉
げ
簿
詑
6
0
ヨ
ヨ
0
5
齢
9
9
ユ
儒
目
O
田
ユ
”
9
昌
昌
o
o
冒
詳
曽
5
帥

鋤⑳

冒
。
＜
曽
守
6
。
9
ミ
目
㊦
暑
脚
昌
。
露
血
目
一
口
u
胃
暮
9
。
噛
℃
o
ω
舞
。
（
嵩
①
ω
）
．
（
以
下
O
目
≦
国
国

と
略
称
す
る
）
チ
リ
ア
コ
の
コ
ン
メ
ン
タ
リ
ア
に
つ
い
て
は
凶
d
ω
缶
一
ζ
O
↓
ρ
陣
I

b。

V
を
参
照
さ
れ
た
い
。
オ
リ
ヴ
ィ
エ
ー
リ
が
刊
行
し
た
断
片
は
、
一
四
四
二
年
八
月
よ

り
一
四
四
三
年
三
月
ま
で
の
チ
リ
ア
コ
の
イ
タ
リ
ア
旅
行
の
部
分
に
あ
た
る
。

○
い
一
く
一
国
開
一
噛
b
⊃
・

O
い
割
く
目
国
幻
一
℃
h
◎
》
戸
野

O
O
い
q
O
O
押
H
P
昌
・
（
ぴ
）
・
コ
ル
ッ
チ
は
、
自
己
の
刊
本
の
序
論
に
、
オ
リ
ヴ
ィ
エ
！

リ
が
引
用
し
た
墓
誌
銘
を
使
っ
て
、
チ
リ
ア
コ
の
家
系
を
考
証
し
て
い
る
。
コ
ル
ッ
チ

の
言
に
よ
る
と
、
ト
レ
ヴ
ィ
ー
ゾ
写
本
に
も
墓
誌
銘
が
写
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
（
た
だ

し
刊
本
に
は
序
論
に
出
て
く
る
だ
け
で
あ
る
）
、
オ
リ
ヴ
ィ
エ
ー
リ
と
ト
レ
ヴ
ィ
ー
ゾ

写
本
と
の
文
字
の
異
同
が
、
コ
ル
ッ
チ
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ト
レ
ヴ
ィ
ー
ゾ

写
本
の
墓
誌
銘
が
、
も
し
筆
者
の
フ
ェ
リ
チ
ア
ー
ノ
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
の
な
ら
、
そ

の
出
所
を
め
ぐ
っ
て
新
た
な
問
題
が
提
起
さ
れ
よ
う
。

ラ
テ
ン
語
形
容
詞
毘
話
二
〇
器
（
森
の
、
野
生
の
）
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
ω
①
一
〈
二
日
8
と

な
る
・
9
。
帥
・
。
。
。
・
算
・
』
国
・
8
騨
「
・
。
・
善
。
－
・
藝
’
・
昼
↓
・
9
・
（
蓬
ン
㎎

N
α
ω
q
・
従
っ
て
イ
タ
リ
ア
名
を
セ
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
コ
と
し
た
。
尚
、
サ
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
コ

　
（
目
閃
〉
切
O
ω
O
属
【
”
H
。
。
刈
）
、
セ
ル
ヴ
ァ
テ
ィ
チ
（
O
O
ピ
d
O
O
戸
b
。
降
。
）
と
し
て
い
る

場
合
も
あ
る
。

臼
肖
幻
》
b
d
O
ω
O
国
凶
日
ω
S

Q
い
一
く
一
国
幻
剛
、
b
o
、
昌
●
①
●

O
O
U
d
O
O
押
8
．
原
文
は
、
9
コ
9
0
且
8
つ
三
8
冨
0
8
つ
ω
睾
。
Ω
三
づ
o
o
撃
。
で
、
ス
カ

ラ
モ
ン
テ
ィ
に
よ
る
伝
記
の
一
節
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
ス
カ
ラ
モ
ン
テ

ィ
も
こ
の
】
族
の
姓
を
ピ
ッ
ヅ
ィ
コ
ル
リ
ス
と
し
な
い
で
、
チ
リ
ア
コ
が
い
う
ピ
ケ
ニ

コ
ル
レ
ス
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
カ
ラ
モ
ン
テ
ィ
に
よ
る
伝
記

は
、
チ
リ
ア
コ
が
提
供
し
た
資
料
を
一
人
称
よ
り
三
人
称
に
変
え
た
も
の
に
す
ぎ
な
い

と
い
う
フ
ォ
イ
ク
ト
の
説
を
裏
付
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
O
h
＜
9
0
↓
旧
N
①
P
昌
．
卜
。
．

ピ
。
三
ρ
○
日
・
も
巳
。
り
7
。
芦
O
・
．
b
謬
鉱
留
】
》
凶
。
昏
。
冨
噌
ざ
O
蔦
。
巳
（
お
窃
Q
o
）
”

目
圏
H
●

O
い
幽
く
一
国
閃
一
画
N
噂
づ
●
刈
・



㈲tso

註
の
⑱
①
に
引
用
し
た
ル
イ
ス
と
シ
ョ
ー
ト
の
ラ
テ
ン
語
辞
典
、
八
三
二
頁
に
、
　
閏
．
い
．

国
．
↓
●
竃
．
国
・
Z
．
も
。
●
は
三
〇
δ
o
⊆
ω
曾
ヨ
。
ロ
二
目
Φ
口
囲
日
げ
Φ
話
O
①
日
ロ
8
ω
o
ρ
9
ε
5

の
省
略
形
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
。
口
駕
ヨ
。
ロ
ε
ヨ
に
一
致
す
る
H
は
ず
。
。
で

あ
る
か
ら
、
国
．
ζ
・
は
ゴ
o
o
臼
。
慧
日
。
ロ
ε
ヨ
と
な
る
。

「
ア
ン
コ
ナ
の
キ
リ
ア
コ
ス
」
…
…
粟
野
頼
之
祐
「
西
洋
金
石
学
」
　
（
世
界
歴
史
事
典

5
）
東
京
　
一
九
五
六
年
三
八
八
頁
。

「
ア
ン
コ
ナ
人
チ
リ
ア
コ
」
…
…
渡
辺
金
一
「
ク
ワ
ト
ロ
チ
ェ
ン
ト
の
イ
タ
リ
ア
と
オ

ス
マ
ン
帝
国
」
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
史
の
基
本
問
題
）
東
京
　
一
九
六
六
年
　
一
八
八
頁
。

目
一
男
〉
し
d
O
o
o
O
出
押
お
S

O
O
い
d
O
O
押
朝
Q
o
．

］
≦
欝
N
β
o
げ
Φ
霞
鰯
O
」
≦
‘
．
、
》
昌
8
昌
国
（
Ω
ユ
8
0
α
、
1
）
、
．
℃
ω
6
二
齢
8
二
島
．
犀
麟
＝
9
。
矯
押
卜
∂
”

切
お
ω
o
す
（
嵩
朝
ω
）
℃
①
o
o
b
の
●

こ
こ
で
「
ア
ン
コ
ー
ナ
」
が
チ
リ
ア
コ
の
姓
の
如
く
扱
わ
れ
て
い
る
の
に
注
意
さ
れ
た

い
。
マ
ツ
ッ
ケ
ル
リ
の
論
述
は
、
一
七
五
三
年
当
時
に
お
け
る
チ
リ
ア
コ
の
資
料
を
す

べ
て
紹
介
し
、
解
説
し
て
い
る
所
に
意
義
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
部
は
、
今
な
お
有
用
で

あ
る
。

マ
ツ
ッ
ケ
ル
リ
は
、
ジ
ゥ
リ
ア
ー
ノ
・
サ
ラ
チ
ェ
ー
二
の
Z
o
鑑
巳
。
国
降
。
噌
ざ
，
o
昌
．

b
琴
0
5
9
第
一
部
、
七
頁
を
引
用
し
て
、
チ
リ
ア
コ
が
名
門
の
出
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
コ
ル
ッ
チ
も
そ
の
刊
本
の
序
論
に
お
い
て
（
二
十
一
頁
）
、
サ
ラ
チ
ェ
ー

二
を
引
用
し
て
、
貴
族
の
家
系
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
ま
た
、
そ
れ
が
若
く
し
て
ア

ン
コ
ー
ナ
の
市
政
に
参
画
し
た
こ
と
（
五
十
五
頁
、
註
二
十
八
）
、
各
地
の
霜
主
の
宮

廷
で
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
を
説
明
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、
チ
リ
ア
コ
の
家
は
必
ず
し
も

豊
か
で
は
な
く
、
一
商
人
と
し
て
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

↓
一
国
》
し
d
O
Q
o
O
国
一
博
H
ω
8

00

l
ぴ
げ
曽
a
三
鴇
図
こ
．
、
Ω
ユ
四
8
α
、
〉
ロ
o
o
昌
p
、
、
い
国
冨
9
鑑
。
昭
。
島
曽
犀
曽
＝
9
冒
9
。
矯
×
押
図
。
目
国

　
（
ご
ω
H
）
浜
器
．

エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
・
イ
タ
リ
ア
ー
ナ
の
た
め
に
書
か
れ
た
サ
ッ
バ
デ
ィ
ー
二
に
よ

る
チ
リ
ア
コ
略
伝
は
、
部
分
的
に
問
題
は
あ
る
が
（
例
え
ば
［
四
三
六
年
の
ア
テ
ネ
旅

行
を
一
四
三
七
年
と
し
て
い
る
こ
と
）
、
そ
の
要
を
得
た
文
献
表
と
あ
い
ま
っ
て
、
最

　
　
も
す
ぐ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
サ
ッ
バ
デ
ィ
ー
二
は
、
チ
リ
ア
コ
が
一
三
九
一
年

　
　
に
ア
ン
コ
ー
ナ
に
生
れ
、
一
四
五
二
年
に
ク
レ
モ
ー
ナ
で
没
し
た
と
し
て
い
る
。

　
　
O
O
ピ
q
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O
H
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㈲
　
目
一
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》
切
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0
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0
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押
お
メ

㈹
　
∪
9
］
≦
o
ω
8
v
＞
．
－
H
島
。
α
身
一
巳
＜
㊦
5
㊦
国
冨
℃
］
≦
臨
①
ロ
。
（
お
O
O
）
℃
旨
b
の
。

　
　
O
＞
℃
℃
国
び
い
一
噛
Q
Q
心
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
二
年
九
月
三
十
日
稿
了
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
学
音
楽
学
部
助
教
授
）
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